
当たり前の日常に、生きるありがたさを感じる
「いつまでも忘れることのない思い出の火」
「たくさんのことを学ぶ知恵の火」
「積極的に関わる交流の火」
「未来を切り開く創造の火」
火の神から、学年ごとに考えた「誓いの火」

に点火され、最後に砂浜に作られたキャンプ
ファイヤーがひとつの大きな炎となり、闇夜
を照らしました。
2月１日（木）～２日（金）、宿泊学習で

イィリャグランジへ行きました。天候に恵ま
れ、バスレクに始まり、海水浴やビーチ遊び
を堪能し、夜、大きな炎を囲み、歌・ゲーム
・花火・踊り（マイムマイム）で、仲間と共
に最高の時間を過ごすことができました。
今の教育で、様々な理由から大切なことが

省略される中、子どもたちの心に響き、生涯
に渡る思い出を彩りたい一心で準備しまし
た。子どもたちも、係の仕事を主体的に実行
し、それぞれの活動を盛り上げてくれました。
年長者が低学年を支える姿にも大きな成長を
感じます。当たり前と思われる日常には、多
くの方々の協力があり、その積み重ねこそ、
生きるありがたさであると感じます。

＜２月全校朝会 校長講話より＞
２月と言えば節分・ウグイス・梅、行事食に、

イワシや大豆料理、恵方巻などがあります。
「食」から心と体の健康について考えましょう。
私が大好きだった絵本に「くまのプーさん」

があります。枕元にいつも置いておくくらい大
好きでした。原作者のアラン・アレクサンダー
・ミルンは、１８８２年１月１８日、イギリス
のロンドンで生まれ１９２５年に「くまのプー
さん」第一話を書きます。挿絵はアーネスト・
ハワード・シェパードが制作し、誕生から９９
年間も世界中の人々に愛されています。
くまのプーさんは、食べ物のことばかり考え

るsilly old bear（ばっかなクマのやつ）と言わ
れますが、実は思いやりがあり、友だちの欠点
に寛容で問題が起こったときは合理的で慎重に
行動できます。コブタのピグレットはとても利
口で親友のプーさんの気持ちをおもんばかり、
そのことをひけらかしたりしません。
「くまのプーさん」の原書からこの絵の場面

となるプーとコブタの会話を英語で読んでみま

すので訳してみましょう。洪水からピグレット
を救い出したプーさんの慰労会を開き、それが
終わった後、夕日に向かって２人で歩きながら
交わしたものです。
しばらく無口でいたけれど、とうとうコブタ

が言いました。
「プー、きみ、朝起きたときね、まず第一に、
どんなこと、かんがえる？」
「けさのごはんは、なににしよ？ってことだな。」
と、プーがいいました。
「コブタ、きみは、どんなこと？」と同じ質問
をすると、
「ぼくはね、きょうは、どんなすばらしいこと
が、あるかな、ってことだよ。」
するとプーはかんがえぶかげにうなずき、こう
言うのでした。
「つまり、ぼくとおんなじことだね。」
プーさんは朝食に始まる１日を考えると楽し

い気持ちになります。親友のコブタとのどかに
会話ができることにすてきな魅力を感じます。
朝起きてプーさんのような会話を家族や友人と
できる日を増やしたいです。世界中に目を向け
ると、能登半島地震・ウクライナやガザ地区の
侵攻など、最低限の食物ですら日常生活が叶わ
ない方々を忘れてはなりません。ミルンはこの
絵を「自分の墓場に飾って欲しい、そうすれば
プーとコブタが私の連れだと思い、天国へ迎え
入れてくれるだろう」と言います。当たり前・
日常・食べること・仲間と語ることがどんなに
素晴らしいかを知っているからこそ、このよう
な思いになったのですね。
「まごはやさしい」というキーワードは、そ

れぞれの頭文字が健康に必要な食材を示してい
ます。「まめ・ごま・わかめ・やさい・さかな・
しいたけ（きのこ）・いも」です。好ききらいや、
美味しいごちそうだけ食べていては体をだめに
してしまいます。皆さんの食生活を振り返って
みてください。「まめ・ごま・わかめ・やさい・
さかな・きのこ・いも」を食べていますか？
学校昼食会では豆（フェジョン）を毎日食べ

ることができます。セイアさん・ハイムンダさ
んに感謝して、好き嫌いのかたよりがないよう
にしっかり食べましょう。
海外生活は勉強や友人・将来の不安などスト

レスを感じることがあると思います。「セロトニ
ン（アミノ酸）」という安らぎを与えるホルモン
分泌が不安やイライラを解消します。牛乳や紅
茶、ハチミツの摂取や睡眠、１５分以上の散歩、
深呼吸、ペットをなでることがセロトニンの分
泌を促します。
「沈んでいくような気がしても心配しないで。

ただ、おなかが空いているだけかもしれないよ」
プーさんの名言です。プーさんのように会話を
楽しみ、ハチミツを食べたり、明日の学校昼食
会を楽しにして、心のリセットができたら良い
ですね。この季節に、心の健康・食べる健康を
ぜひ考えてください。
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「自他の生命と人権を尊重し、
ねばり強くたくましい心豊かな
児童生徒を育成する」
～世界の架け橋となる子ども
たちの育成を願って～



〇「日本を語ることの大切さ」を学ぶ 〇 日学祭は大成功！ ～ 幸せな時間 ～
１月２２日（月）、小

学部３年生以上を対象
に、総領事・真鍋様に
日本を知る大切さにつ
いてご講話いただきま
した。ブラジルで日本
の事を聞かれた時、日
本をしっかり語ってほ
しい、日本を学ぶと、
当たり前でない日本の
良さをたくさん発見で
きるというお話でした。
以下、子どもたちの

感想です。「日本の皇室が
一番古いと聞き、日本は良い
国だと思いました」「梅が桜

よりも春を表す話から興味が

湧きました」「本格的に日本

のことを学べて勉強になりました。これをブラジル人に伝え

るのは難しいですが自分の心にしまいます。儚いものだから

美しいという話に惹かれました。これからも日本の美学を大

切にします」「日本は美しく、日本人であることを誇りに思い

ます。ブラジルとの大きな違いは四季にあると気づきました。

日本文化と共にブラジルの文化も大切にしようと思います」

「お話の知識量と準備と何も見ないで話されたことに驚きま
した」「外国にいるからこそ日本の文化・歴史を見つめなおす

ことができると知りました」

〇 思い出いっぱい！体験入学 ～ またね！ ～

１月１３日（土）、日学祭を実施しました。
前半：けん玉・独楽・坊主めくり・習字、間：
模擬店（お菓子・わらび餅・アイスクリーム）
中：お正月クイズと羽子板演示、後半：ピンポ
ンカップイン・ストライクアウト・スライム作
り・バスケシュートを楽しみました。
模擬店では保護者の皆様に、後半の遊びでは

商工会のボランティアの皆様にお手伝いいただ
き、大人も子どもも、日本人もブラジル人も、
みんなで楽しめる日学祭となりました。
特に、体験入学の子どもたちは一緒に過ごし

たばかりなので、楽しさが倍増、授業では見ら
れなかった意外な側面が見られたり、連邦大や
州立大のブラジル人学生さんたちが習字や坊主
めくりに熱中する姿や、保護者の皆さんが懐か
しそうに独楽やけん玉に集中し〇十年前の技を
取り戻したり、案外習字が人気で、思い思いの
文字をしたため、作品を持ち帰る様子が印象的
でした。幸せな時間はあっという間に過ぎて行
きます。いつまでも記憶に刻んでおきたいと思
いました。

＜カレー大好き、みんなで食べる喜び＞
１月８日（月）～１２日（金）、体験入学を実施 １月３１日（水）、調理実

しました。リオ日学の仲間たちと併せて２６名が 習（小５・中学部合同）で
集い、学び、遊び、昼食を食べ、充実の５日間で カレーを作りました。男子
した。図工・美術の共同制作、総合的学習の討論、 は牛スジ、女子はチキン。
各教科の対話のある学び、体育のネット型対戦、 どちらも味わい深く完成。
技術の木工加工、休み時間の外遊びや迫力を増し 私が学生時代バイトした
たドッチボール、昼食時のあふれる会話など、こ 銀座デリー直伝バターチキ
のメンバーだからこそ味わえる貴重な時間となり ンカレーとタンドリーチキンひと口サイズを全校の
ました。お互いに切磋琢磨する姿は教育の原点で 子どもたちと先生方にプレゼント。仕込みに時間が
あり、日本の教育課程を共に学び、学力が向上し かかったけれど、美味しかったと感想を聞き満足。
ていく姿をずっと見守りたい気持ちに駆られます。 カレーはみんなで食べるから美味しいと実感しま
機会がございましたら、またお越しください。 す。次は誰のために作る？皆さんの宿題です。


